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22．67Gaと99mTcの2核種同時使用による腫瘍リン
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　悪性リンパ腫で，GaシンチやTc－Reリンパ節シン

チは診断や病期判定のみならず経過観察にも有用である．

Gaシンチでは腫瘍部が集積像としてあらわされるが，

これだけでは炎症との鑑別がつきにくい．また，Gaが

陰性の悪性リンパ腫も存在する．リンパ節シンチでは前

回発表したように，腫瘍部が欠損・虫喰像・にじみ像な

どのnegative像としてあらわされるが，これだけでは

anomalyによるnegative像との鑑別がつきにくい．そ

こで両シンチを同時に施行すれば相補的診断が可能にな

ると考えて，その臨床的有用性を検討した．

　11例の未治療悪性リンパ腫に，Gaリンパ節2核種同

時シンチを施行した．11例中8例の多くの症例ではGa

では集積像を示し，その場所に一致してリンパ節像では

negative像として描出され2核種同時シンチを行うこ

とによりより確実に病巣を予想することができた．この

時のリンパ節像はリンパ節単独シンチのリンパ節像と比

較して差はなかった．また，Gaのみでは集積を認めな

かった2症例も，リンパ節シンチを同時に行うことによ

り欠損・にじみ像などの異常が認められ，同部の生検に

より確診を得ることができた．1例のNHLではGaで

は集積像リンパ節シンチでは異常を認めなかったが同

部の生検でNHLが証明され，リンパ節シンチ単独では

発見されなかった異常が発見できた．化学療法により症

状の改善をみた例ではGaの集積像の消失と，リンパ節

像の改善をみた．

　以上悪性リンパ腫においてGaリンパ節2核種同時シ

ンチは有用な検査と考えられた．
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　KasabachとMerrittが最初に血管腫に血小板減少を

伴う症例を報告して以来，本症例に関して多くの報告が

なされているが，in　vivoにおける血小板と血管腫の関

係に関しては一定の結論が得られていない．最近われわ

れは16歳の学生で先天的に多発性の血管腫を有し，慢性

的に軽度の血小板減少症と線維素溶解現象を合併する症

例について，In－111血小板，　Tc－99m　HSA　blood－pool

シンチグラフィーを実施する機会があったのでその結果

を報告する．

　症例は16歳の男子学生で，生直後から全身数個所に腫

瘤を認め，最近その大きさと数が増大してきたことから

精査のため当院に入院した．腫瘤は右顔面，右眼窩部，

右頸部，右肩甲部，左背部，右肘関節部，両側膝関節部

に触知した．血液学的検査では軽度の血小板減少，プロ

トロンビン時間の延長，フィブリノーゲンの減少を認め，

FDPは10μ9！mtであった．　Tc－99m　HSA　blood－pool

シンチグラフィーでは触診上血管腫の存在すると考えら

れる部位において著明なpoolingが認められた．血管腫

の部位における血小板imageとblood－pool　imageの比

較では，In－111血小板集積の認められる部位と認めら

れない部位があり，部位別に血小板集積のheterogenity

が認められた．In－111血小板imagingは多発性の血管

腫の存在する患者において，血小板の消費が充進してい

る部位の検出が可能であり，外科的，放射線的治療に関

して有用な指針になると考えられる．
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感染性心内膜炎の診断に心エコー法は有用であるが，
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